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フィリピン市場分析――株主構成大調査

今回は全銘柄の株主構成を調べた。株主比率は流通市場の流動性に直結するからだ。上記が結果。第4位
までの大株主の持ち株比率は全銘柄平均で67％ほどで、日本に比べ大株主の保有率が非常に高い。50％
超で見ても199社が相当している。ちなみに不明は1％以上の大株主不在を意味する。

この原因は二つ考えられる。一つは財閥や持ち株会社が多くの企業の経営権を握っていること、そしてもう一
つはファミリー経営の企業が多いことだ。この状況は株式の流動性が低い一方、株価の値動きが粗いことを
意味する。（Nishina）



複製禁止。本資料はGLB.inc（以下「当社」といいます。）が情報提供のみを目的として作成したものであり、投資の推奨を行うものではありません。また、提供する情報は当社
が信頼に値すると判断したものを採用しておりますが、その正確性を保証するものではありません。また、これらを基にしたお取引及びその結果について当社は一切の責任を負い
ません。本データは将来の利益や結果を約束するものではありません。売買の最終判断はご自身の判断でお願い致します。また、本システムは事前の告知および予告なく変更する
ことがあります。あらかじめご了承ください。

2

大株主の持ち株比率が高い上位20社

●上記リストは4位までの大株主の保有比率が高い企業のベスト20である。最高はMRPの95％強、20位
でも88％を超えている。発行済み株式数にもよるが、少ない企業では売買さえままならない状況だろう。変

動率はいわゆるボラティリティ（％）で、非表示は出来高の少ない銘柄となる。ただ、市場全体の平均が
2.8％ほどなので、売買されている銘柄は値動きが粗いといえる。とくに5％を超えているLSC、HVN、BCOR
などは動き出せば大きな値幅取りも可能だ。
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大株主の保有率が低い銘柄

●上記リストは前ページとは反対に上位4位までの大株主の保有比率が低い20銘柄になる。18位の
GREENまでは保有株比率が30％以下であり、株式の流動性は高い。その分、一部の銘柄を除きボラ

ティリティは低めとなっているが、平均を超える銘柄も多く、フィリピン株全体に値動きが良好だといえ
そうだ。
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●趣向を変えて、ここではボラティリティと大株主の持ち株比率との関係を調べた。ボラの大
きい上位20銘柄のリストであり、その保有率を比較すると、やはり保有株比率の高い銘柄が
多い。50％を下回っているのはRFM、GEOなど4銘柄だけであった。この結果から、恒常的に

売買ができている銘柄で大株主の保有株比率の高い銘柄を選ぶとパフォーマンスが上がる
といえそうだ。

株価変動率と持ち株比率の関係
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●ここからは今、注目したい大株主をレポートする。その動き次第でM&Aなどに発展する可能
性もあるからだ。
【RYM Business Management Corp.】現在、3社の筆頭株主となっていることに加え、MARCでも3
位の大株主になっている。この会社は若干37歳のRemegio Colon Dayandayan Jr.が率いるコン
サルティング会社。2010年の創業の若い会社だ。Dayandayan氏は2001年にサンカルロス大学
で政治学の芸術学士号を取得し、2007年にサンベダ大学 - メンディオラ校で法学士号を取得。
さらに2008年にフィリピンの弁護士資格を取得した。RYMのトップのほか、Bright Kindle 
Resources & Investments, Inc.で取締役も務める。将来、フィリピン財界の重鎮になりそうな人物
だけに、RYMとDayandayan氏の動きには注目していきたい。

チェックしたい大株主－その１
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チェックしたい大株主―その２

【Government Service Insurance System】フィリピンの公務員社会保障制度のことで、通常、
GSISと略され、確定給付のための運用を行っている。フィリピン国内では毎年50億ドル強

が債券、株式、不動産などへ投資されている。当然、運用対象となる企業は経営の安定
性と成長性を考慮されるため、GSISが大株主の銘柄は個人投資家としても中長期対象と
して、安心した投資先といえるだろう。
現在、大株主上位4位では以下の5銘柄に名を連ねている。
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チェックしたい大株主―その３

【U.S. Automotive Co., Inc.・USAUTOCO Inc,】以下の３社の筆頭株主。Yap familyが所有する未上場企業。
Cocusphil Development Corp.、Euro-med Laboratories、Manila Bulletin Publishing Corp.、Philtrust
Realty Corp.、およびUN Properties Development Corp.を子会社としている。Yap familyは２０１４年に亡く
なったEmilio YapがPhiltrust Bankを通じ一代で財を成した。

次号予告 保存版 ビッグプロジェクト一覧

◆現在 フィリピン企業のビッグプロジェクトを調査中。まとまり次第、
公開いたします。


